










〔結語〕 

 インスリン依存型糖尿病の眼合併症のうち,白内障は罹病期間も短く,10 歳前後の若い

年齢でも多く見られている。その後の治療による改善も必ずしも良いものではないこの予

防のためには,初期治療および教育による良好なコントロールが必須と考えられる。 末梢

神経障害,自律神経障害とも小児期にすでにみられ,特に 15 歳以上の年長例で異常を示す

例が多かった。今後同一症例での経年的変化,および治療の改善に伴う検査値の変化をみて

いく必要がある。 

 糖尿病性腎症は腎糸球体病変については詳細な研究で明らかにされており，腎合併症の

検査としては糸球体病変を敏感に検出する検査が望ましい。従って尿中アルブミンはその

目的にあった検査と考えられる。今後その異常高値例の経過をおっていく必要がある。 

 持続性蛋白尿を示した 4 例中 1 例の NAG,尿中β2－ミクログロブリンが高値であったに

すぎなかった。しかし,尿細管障害と糸球体病変との関連は明らかでない現在,この結果か

ら NAG,尿中β2一ミクログロブリンの腎合併症検出の意義について論ずることはまだ出来

ない。今後,糸球体病変を示すとされている持続性蛋白尿や GFR値とあわせて長期的に観察

していく必要がある。 


